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ドジペプチドをアシル化して親油性を与えれば 6-0- アシルMDP よりも強い抗腫療活性物質が得ら
れるのではないかと考えて，種々の長鎖脂肪酸を用いて6-0-アシルジサッカリドジペプチド土を合成
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わちまずリピド Aの推定構造に基づき，特異なβ( 1 -6 )ーグルコサミンジサッカリドの骨核部分に関
して，各水酸基およびアミノ基に選択的アシル化を行うための合成法を確立した。ついでリピド A の
重要な構成脂肪酸である光学活性(R) ー 3 ーとドロキシテトラデカン酸の不斉合成法およびその水酸基
の保護法などを完成させた後，糖のリン酸エステル化法について徹底的に攻究した結果，新しいリチ
ウム塩法を発見するに至った。これらの合成上での新知見を駆使して既に十数種にのぼるリピド A関
連化合物の合成に成功し それらの合成化合物に対する広範な生理活性試験が多くの協同研究者によ
って行われた。その結果，内毒素に特徴的な致死毒性を示す活性構造を始めて明らかにし得るととも
に，発熱原性，抗原性，アジュパント活性，マクロファージ活性化作用，インターフェロン誘導活性
などの生理活性がそれぞれ異った構造因子によって支配されるという重要な事実を見い出した。
以上のように稲毛君の研究は従来不確実で、あった内毒素本態のリピド Aの化学構造に関して有機合
成的立場から全く新しいアプローチを試みて貴重な成果を収めたものであり，理学博士の学位論文と
して十分価値あるものと認める。
-19-
